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3年ぶりに開催された区民まつり（10月15日、16日）

令和4年第3回定例会（9月22日～10月28日）

令和3年度一般会計決算及び4特別会計決算を認定
●定例会では、区政の各分野における課題について、15名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を3～5面に掲載）。

●令和4年度一般会計補正予算（第3号、第4号、第5号）など区長提出議案28件を
可決しました。議員提出議案は1件を可決し、1件を否決しました（詳細は2面、
8面に掲載）。

●陳情は1件を採択、5件を不採択とし、その他は継続審査としました（詳細は2面
に掲載）。

●区長から提案された人権擁護委員候補者の推薦に適任との意見を付しました。

令和3年度決算の調査の経過
●本会議3日目（10月11日）に、令和3年度一般会計及び4特別会計の決算について
区長から報告がありました。

●区議会では、全議員により構成する「決算調査特別委員会」において、延べ6日間
にわたり集中的に調査を行いました（総括質問の要旨を6面に掲載）。

●本会議最終日（10月28日）に、決算調査特別委員長が調査結果を報告し、各会派による
討論を経て、令和3年度決算を賛成多数で認定しました（討論の要旨を7面に掲載）。

令和4年第3回臨時会（7月22日）
●区長から提出された令和4年度一般会計補正予算（第2号）及び議員提出議案1件
を可決しました（詳細は2面、8面に掲載）。

○ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画配信がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料はホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索
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主な掲載内容

議案・陳情等
の審議結果

一般質問（要旨）
区政全般に対して
行われた質問を紹介

決算に対する
総括質問
（要旨）

決算の概要
決算に対する
討論（要旨）

議会トピックス



福祉費

衛生費

福祉費

産業
経済費

総務費

衛生費

福祉費

一般会計補正予算（第2号）
補正額 26億6，300万円

○ いたばし子育て支援臨時給付金
12億7，579万9千円

物価高騰に直面する子育て世帯（中
学3年生まで）に対し、児童1人あ
たり2万円を支給するための経費

一般会計補正予算（第3号）
補正額 120億9，700万円

○ 新型コロナウイルスワクチン接種
事業経費 13億4，970万9千円
オミクロン株に対応した新型コロナ
ワクチンの接種体制を確保するため
の経費

○ 介護保険制度運営経費ほか7事業
3億5，307万9千円

光熱費・食材費など物価高騰の影響
を受けている介護施設・障がい者施
設・保育施設に対して支援金を支給
するための経費

○ 公衆浴場支援
3，360万円

原油価格高騰の影響を受けている公
衆浴場に対し、緊急支援として1浴
場あたり月額20万円の燃料費助成に
要する経費

○ 個人番号カード発行経費
1，214万7千円

マイナンバーカードのさらなる申請
勧奨を図るため、出張申請による受
付件数の増加対応に要する経費

一般会計補正予算（第4号）
補正額 3億4，500万円

○ 高齢者インフルエンザ定期予防接
種の自己負担額無料化

2億1，980万円
4年10月からの高齢者インフルエン
ザ定期予防接種について、自己負担
額2，500円の無料化を実施するため
の経費

一般会計補正予算（第5号）
補正額 45億8，000万円

○ 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金 39億7，054万円9千円
物価高騰対策による緊急支援として、
住民税非課税世帯などに対し、1世
帯あたり5万円を支給するための経
費

可
決
し
た
主
な
議
案

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は12月下旬にホームページや区議会事務局、図書館、区政資料室で閲覧
できます。

第3回臨時会及び
第3回定例会の審議結果

■議案・陳情等に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席

件名
会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 共産党 民主
クラブ 無所属 社民党 無所属議員

（左から氏名の５０音順）
（１５） （１０） （９） （４） （１） （１） （１） （１） （１） （１） （１）

区
長
提
出
議
案
等

そ
の
他

原案
可決

可決

町区域の一部変更について 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇
区営志村坂下住宅の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区道の認定について
建物の無償譲渡及び土地の減額貸付について ※みどりの苑
建物の無償譲渡及び土地の減額貸付について ※いずみの苑

〇
〇
〇

〇
〇
〇
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〇
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〇
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〇
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〇
〇
〇

予
算

決
算

条
例

令和４年度一般会計補正予算（第２号）

令和４年度一般会計補正予算（第３号）
令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度一般会計補正予算（第４号）
令和４年度一般会計補正予算（第５号）
令和３年度一般会計歳入歳出決算
令和３年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
令和３年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
令和３年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
令和３年度東武東上線連続立体化事業特別会計歳入歳出決算
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〇
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〇
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〇
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〇
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〇

〇
〇
〇
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〇
〇
〇
〇
〇

原案
可決

認定

個人番号及び特定個人情報等の取扱いに関する条例の一部を改正
する条例
手数料条例の一部を改正する条例
子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
都市づくり推進条例の一部を改正する条例
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〇

×

〇
〇
〇
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〇

〇
〇
〇

大山駅西地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例
職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

〇

〇
〇
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〇
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〇
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〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する
条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
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〇
〇
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〇
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〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例
区立特別養護老人ホーム条例を廃止する条例
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〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
自転車等の駐車場の整備及び放置の防止に関する条例の一部を改
正する条例

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

議
員
提
出
議
案

条例

意見書

決議

陳
情

【令和４年第３回定例会で付託され継続審査となった陳情】LGBTQ＋当事者が生きやすくなるために必要な制度の整備を求める陳情

否決

原案
可決

採択

不採択

建築物石綿含有建材の事前調査・除去費用の国民への周知と国民
負担軽減措置を求める意見書

第２６回参議院議員選挙期間中における蛮行に対する非難決議

〇

〇１４
欠１

〇

〇８
欠２

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

「建築物石綿含有建材 事前調査・除去費用の国民への周知と国
民負担軽減措置を求める国への意見書」を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

板橋交通公園リニューアルに向けた検討に関する陳情 × × 〇 × 〇 〇 × × × × ×
板橋区議会から厚生労働省に潜在看護師を活用する意見書を提出
することを求める陳情 × × 〇 × × 〇 × × × × ×

地方消費税減税を求める陳情 × × × × × × × × × × ×

区長等の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 × × 〇 × 〇 〇 × × × × 〇

コロナ禍および原油価格、物価高騰の打撃から経営難に直面する
中小業者への支援を求める陳情
羽田空港新飛行ルート運用に関する陳情

×

×

×

×

〇

〇

×

×

×

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

× ×

× ×

令和4年（２０２２年）１１月２７日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第202号



核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
て

【
質

問
】
核
兵
器
禁
止
条
約
が

核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

の
再
検
討
会
議
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
、
区
長
の
認
識
は
。

【
区

長
】
核
兵
器
の
拡
散
防
止

や
核
軍
縮
の
促
進
に
向
け
、
有
意

義
な
検
討
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

【
質

問
】
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
条
約
の
批
准
な
ど
の

外
交
政
策
は
政
府
が
判
断
す
べ
き

事
項
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
動
向

を
見
守
っ
て
い
く
姿
勢
で
あ
る
。

気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
取
組
み

を
問
う

【
質

問
】
区
内
の
再
開
発
事
業

に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る
建
築

物
は
、
年
間
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゼ

ロ
基
準
の
も
の
か
。

【
区

長
】
各
再
開
発
事
業
で
計

画
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
年
間
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
区
で
は
算
定

し
て
い
な
い
。
計
画
さ
れ
る
建
築

物
は
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
や
都
市

開
発
諸
制
度
活
用
方
針
な
ど
に
基

づ
き
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現

し
て
い
く
。

加
賀
庭
球
場
の
改
善
を
求
め
て

【
質

問
】
車
い
す
で
直
接
コ
ー

ト
や
シ
ャ
ワ
ー
室
へ
移
動
で
き
る

よ
う
に
改
善
す
べ
き
。

【
区

長
】
№
1
実
現
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
管
理
棟
を
解
体
・
改
築

す
る
方
向
で
計
画
し
て
い
る
。
管

理
棟
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
車

い
す
利
用
者
で
も
利
用
し
や
す
い

施
設
と
な
る
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
も
の
に

し
て
い
く
。

志
村
小
・
志
村
四
中
の
小
中
一
貫

型
学
校
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
校
が
大
規
模
化
す

る
こ
と
で
、
教
室
数
が
不
足
し
、

少
人
数
学
級
の
実
現
が
困
難
に
な

る
。
計
画
全
体
の
見
直
し
を
。

【
教
育
長
】
計
画
全
体
の
見
直
し

は
行
わ
な
い
が
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
計
画
が
伝
わ
る
努
力
を
続

け
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
及
び
地
域
住
民
へ
の
説
明
の

機
会
を
設
け
、
丁
寧
に
対
応
し
て

い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
投
票
権
の
保
障
、

里
親
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
12
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

荒

川

な

お

（
共
産
党
）

安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
問
う

【
質

問
】
弔
旗
・
半
旗
の
掲
揚

や
黙
と
う
な
ど
、
区
民
や
職
員
に

弔
意
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
区
と
し
て
は
、
国
葬

儀
と
し
た
趣
旨
に
鑑
み
、
特
段
の

対
応
は
予
定
し
て
い
な
い
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
特
別
区
交
付
金
の
増

や
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、

4
年
度
予
算
に
お
い
て
も
余
剰
財

源
が
生
じ
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事

業
の
中
止
や
縮
小
に
加
え
、
契
約

差
金
な
ど
も
あ
り
、
一
定
の
不
用

額
が
生
じ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
質

問
】
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

予
算
削
減
に
よ
り
、
区
民
生
活
に

密
着
し
た
予
算
が
削
減
さ
れ
て
き

た
。
シ
ー
リ
ン
グ
の
見
直
し
を
。

【
区

長
】
5
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
緊
急
財
政
対
策

で
行
っ
た
シ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し

な
い
方
針
で
あ
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
求
め
て

【
質

問
】
報
酬
単
価
の
引
下
げ

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
区
と
し
て
実
態

調
査
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
事
業
所
連
絡
会
を
開

催
し
、
情
報
共
有
や
連
携
を
進
め

る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
状
況
の

実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
高
島
平
地
域
都
市
再

生
実
施
計
画
に
お
け
る
連
鎖
的
都

市
再
生
の
範
囲
は
。

【
区

長
】
二
丁
目
団
地
の
33
街

区
を
含
む
エ
リ
ア
を
交
流
核
に
設

定
し
、
連
鎖
の
起
点
と
な
る
交
流

核
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
具
体

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
徳
丸
地
域
の
交
通
不

便
を
解
消
す
る
た
め
に
、
バ
ス
な

ど
の
運
行
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
複
数
の
バ
ス
路
線
が

運
行
さ
れ
、
一
定
水
準
の
公
共
交

通
の
利
用
環
境
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
バ
ス
な
ど

の
運
行
は
検
討
し
て
い
な
い
。

※
以
上
の
ほ
か
、
い
ま
こ
そ
保
育

の
質
の
向
上
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
教
育
へ
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
中
止
を
求
め
て
、

公
務
労
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

竹

内

愛

（
共
産
党
）

介
護
事
業
所
な
ど
の
支
援
強
化
を

【
質

問
】
新
型
コ
ロ
ナ
の
陽
性

者
が
発
生
し
、
休
業
な
ど
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
は
、
減
収
を
補

填
す
る
措
置
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
感
染
症
へ
の
対
応
で

臨
時
的
に
必
要
と
な
っ
た
費
用
に

つ
い
て
は
、
都
に
よ
る
事
業
者
支

援
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の

補
償
も
あ
り
、
区
は
制
度
の
幅
広

い
周
知
及
び
活
用
を
促
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
策
と
し

て
の
協
力
金
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
協
力
金
が
収
入
認
定

さ
れ
た
た
め
、
税
や
各
種
保
険
料
、

ば
く

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
莫
大

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
減
免
措

置
な
ど
の
対
応
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
感
染
症
に
起
因
す
る

各
種
保
険
料
や
税
の
減
免
措
置
に

つ
い
て
、
区
独
自
の
要
件
拡
大
の

考
え
は
な
い
が
、
国
の
通
知
な
ど

に
基
づ
い
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を

【
質

問
】
自
治
体
の
責
務
や
関

係
機
関
の
役
割
な
ど
を
定
め
る
ケ

ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
先
行
自
治
体
の
情
報

を
収
集
し
、
影
響
や
効
果
な
ど
を

含
め
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

栄
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
栄
町
集
会
所
の
今
後

に
つ
い
て
、
経
緯
も
含
め
て
伺
う
。

【
区

長
】
建
物
の
貸
主
か
ら
賃

貸
借
契
約
を
早
期
に
解
約
し
た
い

旨
の
申
し
出
を
受
け
た
が
、
契
約

満
了
と
な
る
4
年
度
末
ま
で
は
集

会
所
を
維
持
す
る
方
針
を
伝
え
て

い
る
。
集
会
所
の
移
転
先
の
検
討

を
早
急
に
進
め
、
近
日
中
に
地
域

住
民
へ
の
説
明
を
予
定
し
て
い
る
。

【
質

問
】
栄
町
19
番
遊
び
場
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
都
と
の
協
議

を
急
ぎ
、
集
会
所
を
設
置
し
て
は
。

【
区

長
】
次
の
№
1
実
現
プ
ラ

ン
改
訂
に
合
わ
せ
て
取
得
時
期
な

ど
を
調
整
す
る
予
定
。
地
域
に
お

け
る
集
会
所
機
能
の
確
保
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
・
物

価
高
騰
・
酷
暑
か
ら
低
所
得
者
の

命
と
く
ら
し
を
守
る
施
策
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
生
活
を
守
る
施

策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

か
な
ざ
き

文
子

（
共
産
党
）

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
子
ど
も
の
特
性
に
合

わ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
柔
軟
な
活

用
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

【
教
育
長
】
4
年
度
か
ら
、
小
中

各
一
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指

導
事
例
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
そ
の
成
果
を
横
展

開
し
、
子
ど
も
の
多
様
な
特
性
に

応
じ
た
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

柔
軟
な
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

学
校
で
の
生
理
用
品
設
置
を
問
う

【
質

問
】
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
設
置
の
モ
デ
ル
校
に
つ
い

て
、
期
間
や
今
後
の
見
通
し
は
。

【
教
育
長
】
4
年
9
月
中
旬
か
ら

11
月
末
ま
で
を
試
行
期
間
と
し
、

利
用
状
況
や
管
理
方
法
の
ほ
か
、

相
談
支
援
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
。

実
施
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の

保
健
相
談
の
充
実
に
生
か
す
。

通
園
バ
ス
の
安
全
管
理
を
問
う

【
質

問
】
区
内
の
通
園
バ
ス
で

の
置
き
去
り
事
故
防
止
の
取
組
み

や
今
後
の
予
定
は
。

【
教
育
長
】
私
立
幼
稚
園
に
対
し

て
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
時
の
人
数

確
認
や
共
有
方
法
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
を
各
園
に
促
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
学
校
給
食
、
産

後
パ
パ
育
休
制
度
、
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

渡
辺
よ
し
て
る

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

防
災
士
資
格
取
得
へ
の
助
成
制
度

の
導
入
を

【
質

問
】
他
自
治
体
で
は
防
災

士
資
格
取
得
へ
の
助
成
制
度
が
あ

る
が
、
区
で
の
導
入
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
ま
ず
は
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
り
、

地
域
に
お
け
る
活
動
を
促
進
す
る
。

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

手
す
り
設
置
助
成
を
求
め
て

【
質

問
】
私
道
整
備
助
成
・
私

道
排
水
設
備
助
成
に
加
え
、
私
道

の
手
す
り
設
置
に
つ
い
て
、
新
た

に
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

【
区

長
】
高
齢
者
な
ど
の
安
全

や
移
動
の
安
全
性
の
確
保
の
必
要

か
ら
、
助
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

制
度
設
計
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
を
問
う

【
質

問
】
勉
強
す
る
意
欲
が
高

い
が
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

子
ど
も
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

教
育
施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
算
数
、
数
学
や
英
語

の
授
業
で
は
、
都
か
ら
配
置
さ
れ

た
教
員
を
活
用
し
て
、
習
熟
度
別

に
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
個
別
最
適

な
学
習
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

会
話
し
、
話
す
技
能
を
向
上
さ
せ

る
取
組
み
も
実
施
し
た
。

※
以
上
の
ほ
か
、
協
同
労
働
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
義
務
化
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
中
国
製
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
生
産
過
程
に
お
け
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
調
査
・
整
理
し
て

か
ら
制
度
を
推
進
す
る
よ
う
都
に

提
案
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
の
調
査
能
力
で
は
、

そ
の
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
は
困

難
。
国
連
の
調
査
結
果
や
国
の
見

解
を
受
け
、
都
と
と
も
に
認
識
を

共
有
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
質

問
】
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
手
法
を
活
用
し
、
原

お
ば
た

健
太
郎

小
野
田

み
か

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
自
民
党
）

（
4
面
に
続
く
）

一
般
質
問
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（
3
面
か
ら
続
く
）

材
料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
至
る
ま
で
の
環
境
負
荷
を
明

ら
か
に
し
て
か
ら
、
制
度
を
進
め

る
よ
う
都
に
提
案
す
べ
き
。

【
区

長
】
都
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
設
置
に
よ
っ

て
生
産
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
、
1
年
か
ら
3
年
で
回
収
で
き

る
と
大
ま
か
に
示
し
て
い
る
。

【
質

問
】
有
害
物
質
が
含
ま
れ

る
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
か
か
る
コ
ス

ト
に
つ
い
て
、
建
て
主
に
対
し
積

極
的
に
説
明
す
る
よ
う
、
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
に
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に

説
明
を
求
め
る
よ
う
都
に
伝
え
る
。

【
質

問
】
義
務
化
に
よ
っ
て
、

区
の
緑
化
政
策
が
縮
小
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
取
り
組
む
べ
き
。

【
区

長
】
今
般
、
緑
化
基
準
を

改
定
し
、
地
域
特
性
や
生
活
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
緑
化
手
法
が
選
択

で
き
る
よ
う
見
直
し
た
。
今
後
も
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
適
時
・
的

確
に
展
開
し
て
い
く
。

空
き
家
対
策
と
利
活
用
を
問
う

【
質

問
】
空
き
家
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、「
空
き
家

の
見
え
る
化
」
と
情
報
共
有
を
庁

内
と
地
域
で
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
適
切
に
庁
内
関
係
部

署
間
で
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
。

空
き
家
情
報
の
公
開
を
は
じ
め
、

地
域
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま
え
、
検

討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
貸
し
た
い
人
と
借
り

た
い
人
が
情
報
交
換
で
き
る
「
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
実
態
調
査
に
よ
り
現

況
を
把
握
し
、
所
有
者
の
意
向
も

分
析
の
う
え
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
空
き
家
の
発
生
予
防

対
策
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
始
め
た
が
、
現
状
と
今
後

の
意
識
啓
発
に
つ
い
て
見
解
は
。

【
区

長
】
区
施
設
の
ほ
か
、
都

税
事
務
所
な
ど
で
も
配
布
し
て
い

る
。
今
後
も
、
多
く
の
方
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
周
知

活
動
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
空
き
家
を
高
齢
者
・

子
育
て
マ
マ
・
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
、
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
利
活
用
す
る
な
ど
、
定
住
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
組
み
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
区
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

関
連
施
策
と
連
携
し
、
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

喫
煙
所
整
備
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
た
ば
こ
を
吸
う
方
と

吸
わ
な
い
方
が
共
存
で
き
る
社
会

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
区
の

見
解
は
。

【
区

長
】
双
方
が
互
い
に
配
慮

し
、
共
存
で
き
る
よ
う
な
状
況
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
喫
煙
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の

周
知
徹
底
、
公
衆
喫
煙
所
の
整
備

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

都
市
動
物
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い

て
問
う

【
質

問
】
ハ
ト
へ
の
餌
や
り
に

対
す
る
区
の
見
解
は
。

ふ
ん

【
区

長
】
糞
害
に
よ
る
衛
生
上

の
問
題
に
加
え
、
感
染
症
に
よ
る

健
康
被
害
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

【
質

問
】
ハ
ト
や
猫
へ
の
餌
や

り
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
条
例
を

制
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
4
年
度
か
ら
「
登
録

猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
開
始

し
、
解
決
に
向
け
て
動
き
出
し
た

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
進
捗
状
況
を

注
視
し
て
い
く
。
ハ
ト
へ
の
餌
や

り
に
つ
い
て
は
、
条
例
化
も
含
め
、

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
質

問
】
環
境
意
識
の
啓
発
の

側
面
か
ら
、
愛
玩
動
物
と
都
市
動

物
へ
の
対
応
、
考
え
方
に
つ
い
て

周
知
す
べ
き
。

【
区

長
】
ハ
ト
へ
の
餌
や
り
防

止
の
た
め
の
掲
示
物
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

苦
情
の
多
い
現
地
に
掲
示
し
て
い

る
。
今
後
も
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
都
市
動
物
へ
の
餌
や

り
が
生
態
環
境
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、
小
中

学
校
で
も
教
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

【
教
育
長
】
理
科
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
、
系
統
的
に
生
物
と

環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
全
区

立
学
校
で
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
、
自
然
と
の
共

存
に
つ
い
て
児
童
・
生
徒
が
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
の
質
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
水
車
公
園
の
稲
刈
り

の
時
期
を
、
自
然
の
摂
理
に
合
わ

せ
た
日
程
で
決
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
稲
の
生
育
状
況
を
み

な
が
ら
、
小
学
校
や
管
理
受
託
者

と
調
整
の
う
え
、
決
定
し
て
い
る
。

で
き
る
限
り
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
調
整
に
努
め
て
い
く
。

安
倍
元
首
相
の
国
葬
儀
に
つ
い
て

問
う

【
質

問
】
反
対
者
か
ら
、
弔
意

の
強
制
に
つ
な
が
る
通
知
を
発
出

し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
が
出
て

い
る
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
政
府
は
、
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
弔
意
表
明
の
協
力
要

請
は
し
な
い
と
表
明
し
て
お
り
、

国
民
各
位
の
自
由
意
思
・
自
由
行

動
に
委
ね
た
も
の
と
認
識
。
一
方

で
、
国
葬
儀
の
実
施
に
つ
い
て
は

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
そ
の
表
明

の
一
つ
と
考
え
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
地
震
災
害
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
障
が
い

者（
児
）施
設
整
備
事
業
を
問
う

【
質

問
】
開
設
予
定
が
5
年
3

月
か
ら
8
年
度
末
に
変
更
さ
れ
た
。

施
設
の
早
期
開
設
を
。

【
区

長
】
少
し
で
も
早
く
施
設

整
備
が
実
現
す
る
よ
う
、
事
業
の

見
直
し
、
再
公
募
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
厚
労
省
は
、
相
談
窓

口
の
明
確
化
・
周
知
な
ど
を
4
年

3
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
よ
う
通

知
し
て
い
る
。
相
談
窓
口
体
制
の

検
討
状
況
は
。

【
区

長
】
5
年
度
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
実
施

し
て
い
る
実
態
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
支
援
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

相
談
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
問
う

【
質

問
】
絵
本
が
つ
な
ぐ
「
も

の
づ
く
り
」
と
「
文
化
」
の
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、
区
政
を
ど
の
よ

う
な
方
針
で
進
め
て
い
く
考
え
か
。

【
区

長
】
子
育
て
の
し
や
す
さ

が
定
住
を
生
む
教
育
環
境
都
市
を

め
ざ
し
、
若
い
世
代
の
定
住
化
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

展
開
し
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
が
進
め
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
の
取
組
み

状
況
と
の
整
合
性
は
。

【
区

長
】
法
律
に
基
づ
き
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
全
般
の
分
別
回

収
の
実
施
に
向
け
、
具
体
的
な
収

集
方
法
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
併
せ
て
、
資
源
化
に
つ
い
て

も
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
連
携
事
業
の
展
開
を

推
進
す
る
こ
と
は
区
政
経
営
に
と

っ
て
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
こ
れ
ま
で
も
積
極
的

に
活
用
し
、
推
進
し
て
き
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、
全
国
各
地
域
と

の
様
々
な
連
携
事
業
の
実
施
と
新

た
な
可
能
性
を
追
求
し
て
い
く
。

町
会
・
自
治
会
な
ど
が
設
置
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助
拡
充
を

【
質

問
】
昨
今
の
電
気
料
金
の

高
騰
に
よ
り
、
維
持
管
理
経
費
の

負
担
が
急
増
し
て
い
る
。
都
と
区

の
補
助
制
度
を
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
維
持
管
理
に
与
え
る

影
響
を
調
査
し
た
う
え
で
、
補
助

率
ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

下
赤
塚
駅
付
近
の
第
49
号
踏
切
の

対
策
に
つ
い
て
問
う

う

【
質

問
】
迂
回
路
設
置
の
検
討

を
含
め
た
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
駅
ま
で
の
ル
ー
ト
計

画
な
ど
、
東
武
鉄
道
と
の
協
議
に

必
要
な
条
件
整
理
を
進
め
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
就
労
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に

伴
う
福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
、
高

校
生
等
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

安
井

一
郎

杉
田

ひ
ろ
し

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
視
覚
障
が
い
者
の
日

常
生
活
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

眼
鏡
装
着
型
音
声
読
書
機
を
日
常

生
活
用
具
の
支
給
対
象
と
す
べ
き
。

【
区

長
】
日
常
生
活
用
具
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
か
ら

の
要
望
を
も
と
に
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
、

利
便
性
を
確
認
し
、
給
付
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

【
質

問
】
人
工
呼
吸
器
以
外
の

電
力
を
必
要
と
す
る
医
療
機
器
に

関
し
て
も
、
重
度
障
が
い
者
に
非

常
用
電
源
装
置
を
給
付
で
き
る
よ

う
要
件
を
緩
和
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
医
療
機
器
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
実
態
把
握

に
努
め
、
他
区
の
取
組
み
状
況
を

踏
ま
え
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

子
ど
も
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
特
化
し
た
専
門
窓
口
の
設
置

を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
子
ど
も
な
ん
で
も
相

談
を
設
置
し
、
子
ど
も
自
身
や
子

育
て
中
の
方
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
を
24
時
間
365
日
受
け
付
け
て
い

る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る

相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
た
め
、

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
家
事
や
育
児
の
サ
ポ

ー
ト
の
ほ
か
に
、
育
児
の
技
術
や

悩
み
の
相
談
が
で
き
る
産
後
ド
ゥ

ー
ラ
の
早
期
導
入
を
。

【
区

長
】
今
般
の
児
童
福
祉
法

改
正
を
踏
ま
え
た
既
存
事
業
の
さ

ら
な
る
見
直
し
や
、
新
た
な
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討

す
る
中
で
、
ド
ゥ
ー
ラ
事
業
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
4
年
9
月
か
ら
地
域

セ
ン
タ
ー
に
貸
出
用
の
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
が
配
備
さ
れ
た
。
今
後
、

さ
ら
に
文
化
会
館
な
ど
の
施
設
で

の
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
の
拡
充
を
求

め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
各
施
設
で
の
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
建
物
状
況
に

応
じ
た
最
適
な
整
備
方
法
を
調
査

す
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
都
に
よ
る
首
都
直
下

地
震
の
被
害
想
定
の
見
直
し
に
伴

い
、
簡
易
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
事

業
に
つ
い
て
も
見
直
す
べ
き
。

【
区

長
】
産
業
振
興
公
社
で
は
、

区
内
事
業
者
に
対
し
て
、
専
門
家

に
よ
る
簡
易
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を

支
援
し
て
き
た
。
今
回
、
都
に
よ

る
被
害
想
定
の
見
直
し
に
伴
い
、

内
容
の
変
更
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
防
災
備
蓄
な
ど
の
食

料
を
は
じ
め
、
備
蓄
品
を
長
期
保

存
可
能
な
製
品
へ
見
直
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
備
蓄
品
の
最

適
化
計
画
を
見
直
す
予
定
で
あ
り
、

備
蓄
品
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
中
で
、
新
た
な
備
蓄
物
資
の
ほ

か
、
既
存
製
品
の
量
と
質
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
最
適
化
も
意
識
し

て
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

地
域
問
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
板
橋
公
園
の
再
整
備

計
画
を
進
め
て
い
く
中
で
、
具
体

的
な
内
容
を
検
討
す
る
際
は
、
地

域
に
示
し
た
う
え
で
決
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
運
営
面
も
含
め
て
交

通
公
園
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
活
用
し
、
地
域
の
方
々
と

と
も
に
、
使
い
勝
手
の
良
い
公
園

づ
く
り
も
追
求
し
て
い
く
。

【
質

問
】
都
が
実
施
す
る
熊
野

町
、
中
丸
町
付
近
の
浸
水
対
策
事

業
に
よ
り
、
隣
接
す
る
幸
町
の
浸

水
被
害
も
改
善
さ
れ
る
の
か
。

【
区

長
】
幸
町
付
近
の
雨
水
も

取
り
込
め
る
見
込
み
で
、
周
辺
の

浸
水
被
害
軽
減
も
図
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
り
、
区
と
し
て
も
計

画
の
具
体
化
に
合
わ
せ
、
そ
の
効

果
を
確
認
し
て
い
く
。

高
島
平
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
策
定
後
7
年
が
経
過

し
、
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来
像
と
し
て

示
し
た
4
つ
の
テ
ー
マ
（
に
ぎ
わ

い
、
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
、
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防
災
）
の
変
更
や

追
加
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
4
年
2
月
に
策
定
し

た
高
島
平
地
域
都
市
再
生
実
施
計

画
で
は
、
4
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
都
市
再
生
へ
の
導
入
イ
メ
ー
ジ

を
整
理
し
た
。
今
後
も
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
た
視
点
を
柔
軟

に
取
り
入
れ
て
い
く
。

児
童
相
談
所
業
務
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
特
別
区
の
児
童
相
談

所
の
設
置
が
完
了
す
る
時
期
は
。

【
区

長
】
現
在
、
設
置
し
て
い

る
の
は
6
区
で
あ
る
。
練
馬
区
を

除
く
22
区
が
設
置
を
表
明
し
て
い

る
が
、
時
期
を
表
明
し
て
い
な
い

区
も
あ
り
、
現
時
点
で
回
答
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。

【
質

問
】
都
区
の
役
割
分
担
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
児
童
相
談
所
業
務
全

般
を
区
が
担
っ
て
い
る
。
施
設
入

所
な
ど
広
域
に
係
る
業
務
に
つ
い

て
は
、
都
区
の
役
割
分
担
な
ど
を

定
め
対
応
し
て
い
る
。

【
質

問
】
児
童
相
談
所
が
本
来

実
施
す
べ
き
業
務
を
、
す
べ
て
実

施
で
き
て
い
る
の
か
。

【
区

長
】
国
が
定
め
る
相
談
の

受
付
、
相
談
援
助
活
動
、
家
庭
・

地
域
に
対
す
る
援
助
の
展
開
な
ど
、

す
べ
て
実
施
し
て
い
る
。

【
質

問
】
職
員
体
制
は
、
十
分

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
状
況
か
。

【
区

長
】
児
童
相
談
所
運
営
指

針
な
ど
の
配
置
基
準
に
基
づ
き
、

児
童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司
の
職

員
数
を
確
保
し
て
い
る
。
妊
娠
出

産
休
暇
や
育
児
休
業
を
取
得
し
て

い
る
職
員
に
は
、
代
替
職
員
を
配

置
し
て
お
り
、
必
要
な
職
員
数
を

満
た
し
て
い
る
。

【
質

問
】
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
機
能
と
児
童
相
談
所
機
能

を
合
わ
せ
、
一
つ
の
大
規
模
組
織

と
し
た
意
義
と
具
体
的
な
効
果
は
。

【
区

長
】
す
べ
て
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
育
の
た
め
、
切
れ
目

な
い
支
援
を
め
ざ
し
設
置
し
た
。

様
々
な
専
門
職
員
が
一
つ
の
施
設

に
集
ま
る
効
果
を
生
か
し
、
迅
速

で
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

【
質

問
】
社
会
的
養
護
の
受
け

皿
の
拡
充
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
区

長
】
区
内
児
童
養
護
施
設

の
小
規
模
化
な
ど
の
支
援
の
ほ
か
、

里
親
の
拡
充
に
向
け
、
民
間
の
支

援
機
関
に
委
託
し
、
里
親
に
対
す

る
き
め
細
か
い
支
援
や
新
規
開
拓

な
ど
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

【
質

問
】
区
内
の
各
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
状
況
は
。

【
区

長
】
4
年
度
か
ら
、
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
社
会

福
祉
協
議
会
、
東
京
少
年
鑑
別
所
、

板
橋
法
曹
会
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、

各
機
関
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
予

定
す
る
な
ど
、
連
携
強
化
に
努
め

て
い
る
。

い
し
だ

圭
一
郎

川
口

雅
敏

（
公
明
党
）

（
自
民
党
）

安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
問
う

【
質

問
】
区
民
へ
弔
意
表
明
を

求
め
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

区
の
対
応
は
。

【
区

長
】
区
と
し
て
は
、
特
段

の
対
応
は
予
定
し
て
い
な
い
。

旧
統
一
教
会
と
区
政
の
関
わ
り
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
旧
統
一
教
会
に
つ
い

て
区
民
か
ら
不
安
や
心
配
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
区
政
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
早
急
に
調
査
を

行
う
べ
き
。

【
区

長
】
現
在
、
寄
付
の
受
領

や
区
施
設
の
利
用
な
ど
の
調
査
を

進
め
て
い
る
。
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
調
査
結
果
を
確
認
し
た

う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
を
問
う

【
質

問
】
安
全
性
の
評
価
が
分

か
れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト

の
苗
を
小
学
校
で
受
け
取
ら
な
い

よ
う
に
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
苗
が
提
供
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
が
、
今
後
の
扱
い
は
校

長
会
な
ど
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
ゲ
ノ

ム
編
集
の
技
術
で
採
れ
た
作
物
は
、

学
校
給
食
に
お
い
て
は
遺
伝
子
組

換
え
に
類
す
る
こ
と
か
ら
、
納
入

し
な
い
食
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
民
生
活
を
守

る
施
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
物
価

高
、
円
安
の
影
響
と
対
策
を
問
う

【
質

問
】
区
財
政
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
と
予
測
す
る
か
。

【
区

長
】
歳
入
面
で
は
、
法
人

住
民
税
な
ど
を
原
資
と
す
る
特
別

区
交
付
金
へ
の
影
響
な
ど
、
歳
出

面
で
は
、
区
施
設
に
お
け
る
光
熱

費
な
ど
、
物
価
高
騰
の
影
響
が
広

範
に
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
質

問
】
産
業
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
予
算
を
確
保
し
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
。

【
区

長
】
地
域
経
済
の
持
続
的

発
展
に
向
け
た
産
業
支
援
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
子

育
て
環
境
及
び
教
育
活
動
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
予
算
編

成
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
。

脱
炭
素
に
向
け
た
区
民
・
事
業
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ＣＯ2
排
出
量
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
区
民
や
事
業

者
が
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
協
働

・
連
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
ど

の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
。

【
区

長
】
脱
炭
素
化
を
進
め
る

た
め
、
4
年
9
月
か
ら
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
助
成
事
業
を
始
め
た
。
ま
た
、

3
年
度
か
ら
開
始
し
た
環
境
ア
ク

シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
使
い
や

す
い
も
の
に
改
善
し
つ
つ
、
意
識

・
行
動
の
変
化
を
引
き
出
し
、
脱

炭
素
化
を
進
め
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

五
十
嵐

や
す
子

長
瀬

達
也

（
社
民
党
）

（
無
所
属
議
員
）

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
区
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を

【
質

問
】
死
亡
届
に
伴
う
手
続

き
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
設
置
に
向
け
て
他
区

の
状
況
な
ど
を
調
べ
て
お
り
、
遺

族
の
視
点
に
立
っ
た
、
わ
か
り
や

す
い
各
種
手
続
き
の
案
内
と
、
き

め
細
か
な
情
報
提
供
な
ど
周
知
を

進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
本
庁
舎
1
階
に
は
外

国
籍
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
多
様
な

方
々
が
訪
れ
る
。
総
合
案
内
窓
口

に
お
け
る
新
た
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
4
年
11
月
か
ら
、
英

語
や
中
国
語
な
ど
16
言
語
の
ほ
か
、

手
話
通
訳
に
も
対
応
し
た
多
言
語

通
訳
シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定
で
あ

り
、
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
す

る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

【
質

問
】
疾
病
に
よ
る
尿
漏
れ

に
悩
む
男
性
の
増
加
や
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ
の
配
慮
の

観
点
か
ら
、
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
本

庁
舎
か
ら
設
置
を
検
討
し
て
は
。

【
区

長
】
本
庁
舎
低
層
階
の
多

目
的
ト
イ
レ
に
お
い
て
、
4
年
度

中
に
試
験
的
に
設
置
し
、
区
民
へ

の
周
知
も
行
っ
て
い
く
。

産
業
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
経
営
環
境
の
変
化
が

激
し
い
中
、
事
業
者
自
身
に
課
題

解
決
力
が
求
め
ら
れ
る
現
状
を
踏

ま
え
、
支
援
体
制
を
強
化
す
べ
き
。

【
区

長
】
4
年
度
か
ら
実
施
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
伴
走
型
の
支

援
を
進
め
て
い
る
。
区
内
企
業
が

総
合
的
に
経
営
力
を
向
上
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
の

課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

【
質

問
】
地
元
の
商
工
会
議
所

や
信
用
金
庫
、
産
業
振
興
公
社
と

連
携
し
、
事
業
承
継
に
関
す
る
相

談
を
オ
ー
ル
板
橋
で
解
決
で
き
る

支
援
策
を
構
築
す
べ
き
。

【
区

長
】
企
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
課
題

な
ど
に
関
す
る
総
合
的
な
支
援
に

対
応
す
る
た
め
、
経
営
改
善
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

商
工
会
議
所
や
信
用
金
庫
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
区
内
企
業
の
事

業
承
継
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
く
。

【
質

問
】
中
央
図
書
館
と
教
育

科
学
館
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
は
。

【
区

長
】
4
年
の
夏
に
、
中
央

図
書
館
で
女
性
の
起
業
入
門
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
た
。
事
業
の
規
模

や
内
容
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

今
後
も
実
施
し
て
い
く
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
長
期
的
な
支
援
や
相

談
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の
体

制
を
構
築
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
と
も
、
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

の
防
止
に
向
け
、
子
ど
も
の
居
場

所
が
わ
か
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
ま
ず
は
、
あ
い
キ
ッ

ズ
で
の
ア
プ
リ
に
よ
る
連
絡
の
実

現
を
め
ざ
し
、
そ
の
う
え
で
居
場

所
把
握
の
ニ
ー
ズ
を
注
視
し
、
見

守
り
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
あ
た
る
。

【
質

問
】
公
園
の
利
用
ル
ー
ル

の
検
討
に
あ
た
り
、
花
火
な
ど
の

制
限
行
為
の
緩
和
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

【
区

長
】
課
題
の
解
決
に
向
け
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携

に
よ
り
、
花
火
の
種
類
や
時
間
帯

な
ど
を
限
定
す
る
仕
組
み
が
で
き

な
い
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

鈴
木

こ
う
す
け

（
公
明
党
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
教
育
を
も
っ
と
風

通
し
良
く

【
質

問
】
保
護
者
と
学
校
の
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、
欠
席
届
の
提
出
や
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
配
付
す
る
た

め
の
専
用
ア
プ
リ
を
導
入
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
導
入
し
た
ツ
ー
ル
が
十

分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
学
校
へ
の

支
援
が
重
要
。
端
末
の
更
改
な
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
利
便
性
を
高

め
る
検
討
も
併
せ
て
進
め
る
。

【
質

問
】
小
学
校
低
学
年
の
不

登
校
児
童
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
の
利
用

対
象
は
4
年
生
以
上
で
あ
る
。
区

に
お
け
る
対
応
策
は
。

【
教
育
長
】
各
学
校
で
は
、
児
童

一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
て
、

校
内
に
教
室
以
外
の
居
場
所
を
つ

く
る
こ
と
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

配
信
を
行
う
こ
と
な
ど
、
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

【
質

問
】
図
書
館
な
ど
の
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
を
利
用
で
き
る
区
立
施
設

に
指
導
員
を
配
置
し
、
学
校
に
行

き
づ
ら
い
子
が
学
べ
る
場
の
一
つ

と
し
て
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

【
教
育
長
】
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
単
に
物
理
的
な
場
所
や

設
備
だ
け
で
は
な
く
、
支
援
に
あ

た
る
人
材
の
配
置
も
重
要
。
配
置

に
は
継
続
的
に
多
額
の
経
費
を
要

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

必
要
性
や
見
込
ま
れ
る
効
果
な
ど

を
精
査
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
や
運
動
施
設
の
設
置
を

【
質

問
】
都
内
に
は
24
か
所
、

豊
島
区
に
も
2
か
所
あ
る
。
区
内

に
も
設
置
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
区
民
の
健
康
の
維
持

増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る

が
、
近
隣
自
治
体
に
お
け
る
利
用

状
況
な
ど
を
把
握
し
、
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

東
武
練
馬
駅
へ
の
交
通
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
他
自
治
体
の
よ
う
に

バ
ス
停
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

導
入
を
行
い
、
地
形
の
高
低
差
が

激
し
い
地
域
へ
の
移
動
支
援
を
考

え
る
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
さ
ら
に
進
む

少
子
高
齢
化
も
踏
ま
え
、
外
出
し

や
す
い
交
通
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
移
動
方
法
の
可
能
性

を
研
究
し
て
い
く
。

命
を
守
る
「
お
と
し
よ
り
24
時
間

電
話
相
談
」
の
周
知
を

【
質

問
】
お
と
し
よ
り
24
時
間

電
話
相
談
の
周
知
方
法
は
。

【
区

長
】
広
報
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
民

生
委
員
や
病
院
な
ど
の
高
齢
者
が

立
ち
寄
る
場
所
で
配
布
し
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
停
電
時
の
連
携

と
情
報
提
供
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た

南
雲

由
子

し
い
な

ひ
ろ
み

（
無
所
属
議
員
）

（
無
所
属
議
員
）

児童・生徒に配付されている一人一台端末
板橋区おとしよりなんでも相談の案内チラシと
広報いたばし（４年３月２６日号）掲載内容

第202号（４）い た ば し 区 議 会 だ よ り（５）令和4年（２０２２年）１１月２７日



上
板
橋
二
中
旧
校
舎
の
維
持
管
理

を
問
う
せ
ん

問
樹
木
剪
定
や
風
通
し
を
良
く

す
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
努
め
る

べ
き
。
せ
ん

答
枝
の
剪
定
や
除
草
作
業
を
行

う
な
ど
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

引
き
続
き
環
境
の
保
全
に
努
め
、

窓
開
け
に
よ
る
風
通
し
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
竹
向
原
駅
1
番
出
口
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
問
う

問
早
期
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な

る
対
応
を
求
め
る
。
見
解
は
。

答
今
後
と
も
機
会
を
捉
え
て
、

継
続
的
に
要
望
し
て
い
く
。

都
立
城
北
中
央
公
園
の
再
整
備
を

問
都
と
の
協
議
に
向
け
、
庁
内

の
連
携
が
必
要
。
区
の
政
策
に
位

置
付
け
る
べ
き
。

答
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
2

0
2
5
が
示
す
基
本
目
標
を
念
頭

に
、
庁
内
関
係
部
局
と
連
携
を
図

り
、
都
と
の
協
議
に
臨
ん
で
い
く
。

（
自
民
党
）

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
備
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
求
め
て

問
区
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
と

捉
え
て
い
る
か
。

答
地
域
活
動
や
文
化
活
動
が
盛

ん
で
あ
る
こ
と
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
こ
と
、
産
業
都
市

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

交
通
利
便
性
の
向
上
を
問
う

問
東
武
東
上
線
の
駅
周
辺
バ
ス

停
と
バ
ス
の
行
先
が
わ
か
る
デ
ジ

タ
ル
連
携
マ
ッ
プ
の
作
成
経
緯
は
。

答
バ
ス
路
線
の
存
在
や
バ
ス
停

の
位
置
を
知
ら
な
い
方
が
非
常
に

多
く
、
こ
れ
が
一
番
の
課
題
と
認

識
し
、
作
成
し
た
。

公
園
・
公
衆
ト
イ
レ
を
問
う

問
使
わ
れ
て
い
な
い
ト
イ
レ
の

問
題
点
を
調
査
・
分
析
す
べ
き
。

答
具
体
的
な
手
法
や
対
策
方
法

な
ど
、
客
観
的
に
区
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
論
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
研
究

を
進
め
て
い
く
。

（
自
民
党
）

大
野
治
彦

内
田
け
ん
い
ち
ろ
う

学
校
工
事
期
間
中
の
支
援
を
問
う

問
校
庭
が
使
用
で
き
な
い
な
ど

の
不
便
さ
を
解
消
・
代
替
で
き
る

よ
う
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
。

答
可
能
な
限
り
情
報
を
集
約
し
、

支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
化
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
全
国
的

に
発
信
す
る
た
め
に

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
絵
本
を
返
礼
品
に
し
て
は
。

答
「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
全

国
的
に
発
信
で
き
る
ア
イ
デ
ア
で

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
今
後
、
関

係
部
署
と
検
討
を
深
め
て
い
く
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め
て

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
居
住
地
域
に
関
わ
ら

ず
、
最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
で
手

続
き
が
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
含
め
、
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
、
利
便

性
の
高
い
相
談
窓
口
や
体
制
の
構

築
を
検
討
し
て
い
く
。

（
自
民
党
）

山
田
貴
之

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
問
う

問
経
験
や
ス
キ
ル
の
あ
る
民
間

の
支
援
団
体
と
協
働
し
、
持
続
可

能
な
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

答
官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
、
持
続
可
能

な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

Ｅ
Ｖ
バ
イ
ク
バ
ッ
テ
リ
ー
シ
ェ
ア

推
進
事
業
に
つ
い
て
問
う

問
事
業
の
今
後
の
展
開
は
。

答
都
は
実
証
実
験
の
結
果
を
踏

ま
え
、
実
施
区
域
を
23
区
に
広
げ
、

4
年
11
月
か
ら
事
業
を
開
始
す
る

予
定
。
区
と
し
て
は
、
3
年
度
と

同
様
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
ス
ポ

ッ
ト
を
提
供
す
る
予
定
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
を

問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
な
ど

の
環
境
を
持
つ
ク
ラ
ー
ク
記
念
国

際
高
等
学
校
と
連
携
し
、
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
は
。

答
大
会
の
早
期
開
催
に
向
け
て

連
携
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
新
た
な
地
域

資
源
ブ
ラ
ン
ド
へ

問
史
跡
公
園
周
辺
の
回
遊
性
構

築
な
ど
の
一
環
と
し
て
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
活
用
す
べ
き
。

答
関
係
機
関
な
ど
と
丁
寧
に
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
実
現
の
可
能

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

（
公
明
党
）

い
た
ば
し
Ｐ
ａ
ｙ
の
活
用
を
問
う

問
行
政
ポ
イ
ン
ト
機
能
の
追
加

や
、
区
施
設
で
の
支
払
い
を
可
能

と
す
る
な
ど
、
地
域
通
貨
と
し
て

利
用
の
幅
を
広
げ
る
べ
き
。

答
い
た
ば
し
Ｐ
ａ
ｙ
が
店
舗
で

も
区
役
所
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
地
域
通
貨
に
成
長
す
る

よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

区
立
保
育
園
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

問
ス
マ
ホ
で
延
長
保
育
の
申
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答
今
後
、
延
長
保
育
の
予
約
に

加
え
、
保
護
者
と
園
の
相
互
連
絡

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
導
入
す
る
な
ど
、

区
立
保
育
園
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
推

進
し
て
い
く
。

喫
煙
所
の
整
備
を
求
め
て

問
成
増
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車

場
の
一
部
を
活
用
し
て
は
。

答
稼
働
率
が
高
く
、
多
く
の
方

が
利
用
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
収

容
台
数
の
減
少
と
な
る
喫
煙
所
の

設
置
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
自
民
党
）

さ
か
ま
き
常
行

田
中
や
す
の
り

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
問
う

問
以
前
よ
り
要
望
し
、
今
後
設

置
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
可
能
な
限
り
申
請
書
に
基
本

情
報
を
印
字
す
る
ほ
か
、
他
の
所

管
に
相
談
内
容
を
つ
な
ぐ
な
ど
、

ス
ム
ー
ズ
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。

高
校
生
等
医
療
費
無
償
化
を
問
う

問
区
単
独
で
実
施
で
き
た
の
か
。

答
年
間
約
3
億
円
を
自
主
財
源

に
よ
り
負
担
し
続
け
る
な
ど
、
実

施
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
問
う

問
都
が
事
業
を
委
託
し
て
い
る

青
少
年
健
康
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
。

答
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
他
の
事
業

者
に
も
確
認
し
、
5
年
度
に
向
け

て
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
。

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
を
問
う

問
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
開
設

が
延
期
さ
れ
た
。
今
後
の
対
応
は
。

答
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
安

定
か
つ
継
続
し
た
事
業
計
画
の
検

討
な
ど
、
事
業
者
に
配
慮
す
る
。

高
島
平
三
丁
目
の
交
通
島
を
問
う

問
交
通
島
を
設
置
し
た
理
由
は
。

答
地
域
住
民
の
要
望
も
あ
り
、

横
断
歩
道
の
視
認
性
の
向
上
な
ど

の
対
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
警

察
署
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
交
通
島

方
式
を
試
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

（
公
明
党
）

し
ば
佳
代
子

庁
有
車
の
Ｚ
Ｅ
Ｖ
化
を
求
め
て

問
す
べ
て
の
庁
有
車
を
ＣＯ2
な
ど

の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
両

（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）
に
す
べ
き
。

答
現
在
、
計
画
し
て
い
る
19
台

以
外
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
次
期

計
画
策
定
時
に
検
討
を
進
め
る
。

住
宅
困
窮
者
へ
の
支
援
を
求
め
て

問
国
交
省
が
開
発
・
配
布
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
数
を
推
計
す
べ
き
。

答
現
時
点
で
は
、
推
計
し
て
い

く
予
定
は
な
い
。

志
村
小
地
域
の
災
害
対
策
を
問
う

問
志
村
小
が
移
転
す
る
こ
と
で
、

近
隣
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
が
困
難
に
な
ら
な
い
か
。

答
円
滑
な
避
難
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
方
法
を
幅
広
く
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
共
産
党
）

区
内
中
小
企
業
へ
直
接
支
援
を

問
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
中
小
企
業
は
深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
事
業
継
続
支
援
金

な
ど
の
直
接
支
援
を
実
施
す
べ
き
。

答
現
在
の
原
油
高
・
原
材
料
高

や
急
激
な
円
安
へ
の
対
策
は
、
広

範
囲
な
権
限
を
も
つ
国
や
都
が
責

任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

公
契
約
に
お
け
る
労
働
環
境
の
向

上
を
求
め
て

問
新
た
に
要
綱
を
制
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
か
。

答
区
が
発
注
す
る
公
共
工
事
な

ど
に
お
け
る
労
働
環
境
の
確
認
を

行
う
こ
と
で
、
適
正
な
労
働
条
件

の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
共
産
党
）

山
田
ひ
で
き

吉
田
豊
明

学
校
管
理
職
向
け
研
修
を
問
う

問
管
理
職
の
能
力
を
高
め
る
た

め
、
区
独
自
の
研
修
実
施
を
。

答
研
修
の
充
実
は
必
要
と
認
識
。

管
理
職
の
負
担
軽
減
に
も
配
慮
し

つ
つ
、
研
修
テ
ー
マ
や
実
施
方
法

を
精
選
し
て
一
層
の
充
実
を
図
る
。

中
学
生
の
部
活
動
対
外
行
事
へ
の

参
加
に
要
す
る
経
費
の
改
善
を

問
区
職
員
や
教
職
員
と
同
様
に

航
空
賃
を
認
め
、
子
ど
も
に
寄
り

添
っ
た
運
用
と
す
る
た
め
、
生
徒

旅
費
要
綱
を
改
正
す
べ
き
。

答
現
要
綱
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ま

ず
は
研
究
す
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
問
う

問
区
役
所
で
就
労
経
験
を
積
む

場
を
提
供
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
就
労

の
採
用
人
数
を
増
や
す
べ
き
。

答
今
後
、
採
用
人
数
を
拡
充
す

る
方
向
で
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
問
う

問
避
難
所
で
も
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
場
所
を
確
保
す
べ
き
。

答
に
お
い
や
鳴
き
声
、
動
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
一
緒
に
過
ご
す
同
伴
避
難
は

困
難
と
認
識
し
て
い
る
。

西
高
島
平
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
状
況
を
問
う

問
今
後
、
当
日
利
用
分
に
不
足

が
生
じ
た
場
合
、
増
設
で
き
る
か
。

答
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
実
態
を

確
認
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
と

協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。

（
共
産
党
）

高
沢
一
基

い
わ
い
桐
子

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問
う

問
返
礼
品
型
ふ
る
さ
と
納
税
の

実
施
と
拡
大
に
踏
み
切
る
べ
き
。

答
4
年
度
は
、
試
行
的
に
板
橋

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
の
出
走
権
な

ど
を
返
礼
品
と
し
た
。
引
き
続
き
、

区
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
返
礼

品
を
検
討
し
て
い
く
。

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
を
問
う

問
入
試
へ
の
活
用
に
は
問
題
が

あ
る
。
都
に
意
見
を
述
べ
る
べ
き
。

答
意
見
を
述
べ
る
立
場
で
は
な

い
が
、
受
験
生
が
安
心
し
て
入
試

に
臨
め
る
よ
う
、
都
へ
の
質
問
を

継
続
し
つ
つ
、
注
視
し
て
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

小
学
生
の
児
童
館
利
用
を
問
う

問
小
学
生
の
利
用
を
妨
げ
て
い

た
利
用
申
請
書
を
廃
止
し
、
気
軽

に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

周
知
す
べ
き
。

答
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

周
知
の
時
期
は
検
討
し
て
い
く
。

（
無
所
属
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

報
告
に
つ
い
て
問
う

問
区
内
で
80
件
以
上
の
報
告
が

あ
る
。
区
民
に
周
知
す
べ
き
。

答
今
後
、
健
康
被
害
と
し
て
認

定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公

表
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
社
民
党
）

外
国
人
観
光
客
誘
致
と
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う

問
外
国
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
き
。

答
現
状
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
、
な
お

一
層
の
広
報
活
動
に
努
め
て
い
く
。

（
無
所
属
議
員
）

中
妻
じ
ょ
う
た

井
上
温
子

五
十
嵐
や
す
子

長
瀬
達
也

待
機
児
童
ゼ
ロ
後
の
保
育
を
問
う

問
小
規
模
保
育
園
の
供
給
目
標

量
を
明
確
に
定
め
、
経
営
支
援
を
。

答
ゼ
ロ
歳
児
の
欠
員
に
対
す
る

運
営
費
助
成
や
保
育
需
要
に
応
じ

た
利
用
定
員
の
変
更
な
ど
、
今
後

も
運
営
を
支
援
し
て
い
く
。

（
無
所
属
議
員
）

徳
丸
三
丁
目
の
日
本
郵
便
所
有
の

官
舎
跡
の
活
用
に
つ
い
て
問
う

問
防
災
機
能
も
兼
ね
た
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
を
設
置
す
べ
き
。

答
活
用
方
針
な
ど
、
所
有
者
か

ら
情
報
収
集
な
ど
を
続
け
て
い
る
。

引
き
続
き
、
意
向
を
把
握
す
る
。

（
無
所
属
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

に
つ
い
て
問
う

問
区
に
お
け
る
関
連
文
書
の
保

存
期
間
は
。

答
2
年
4
月
に
保
存
期
間
を
10

年
と
定
め
、
保
管
後
10
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
無
所
属
議
員
）

住
民
防
災
組
織
格
納
庫
内
の
防
災

資
機
材
に
つ
い
て
問
う

問
救
急
箱
の
適
切
な
管
理
・
更

新
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開
は
。

答
住
民
防
災
組
織
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
周
知
を
行
う
こ
と

で
、
適
正
な
管
理
を
促
し
て
い
く
。

（
無
所
属
議
員
）

南
雲
由
子

し
い
な
ひ
ろ
み

こ
ん
ど
う
秀
人

高
山
し
ん
ご

令
和
3
年
度
決
算
に

対
す
る
総
括
質
問（
要
旨
）
10月24日
～26日
決算調査
特別委員会

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
12
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
総
括
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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令和3年度
各 会 計
歳入歳出
決 算

●区の財政運営は、再開発事業と基金の積立て
が優先され、区民の暮らしに寄り添っていない。
削減すべきは、高齢者や障がい者への補助金で
はなく、まちづくりに係る補助金である。
●子ども、障がい者、高齢者などの社会的弱者
や、地域経済の要である中小企業への支援策が
不十分である。緊急事態の時には、区民の暮ら
しや中小企業を支える思い切った対策が必要。

●3年度をもって、いこいの家が廃止された。
高齢者の地域における居場所を奪うことは、自
治体としてあるまじき姿勢である。
●特別養護老人ホームの民営化の準備が進めら
れている。公的責任を後退させないため、民営
化の中止と独自の負担軽減策を実施すべき。
●コロナ感染拡大の下では、保健所や福祉事務
所の体制強化が必要。職員の配置を増やすべき。

共 産 党

コロナ禍の中で浮き彫りになった
問題を踏まえ、区民の命と暮らしに

寄り添った財政運営を

●実質待機児童がゼロとなったが、小規模保育
園をはじめ、定員未充足が生じている施設が顕
在化した。待機児童対策の抜本的見直しが必要。
●電子教材の活用、リモート教育の拡充などを
踏まえ、アフターコロナ・ウィズコロナにおけ
る教育のあり方が問われる時代となる。効果的
な教育環境の整備に向け、さらなる努力を。
●ひきこもり対策の一層の推進を求める。

●キャッシュレス決済ポイント還元事業やプレ
ミアム付商品券事業が展開され、コロナ禍によ
り停滞する区内経済の活性化の一助となった。
●地域の防犯力を高めるため、防犯カメラの維
持管理経費の全額負担を、国や都に継続して要
望すべき。
●まちづくりにおいては、各地域の個性に十分
に配慮した事業展開を求める。

自 民 党

新たな行政の分析手法を
積極的に取り入れ、

一層区民に寄り添った区政の実現を

●デートDV防止の取組みは被害を減らすこと
にもつながる。加害者にしない、させないとい
う取組みの大切さを区は改めて認識すべき。
●ダイバーシティ＆インクルージョンを掲げる
区として、早急にアクティブプランの改善を求
めるとともに、言葉だけでなく、中身の詰まっ
た人権政策へと変換することを求める。
●再開発事業ではなく、既にあるまちの魅力に

目を向け、そこにプラスし、区民が誇りを持て
るブランド戦略を。
●財政調整基金は「いざという時」のためのも
の。コロナ禍の今は、基金を積み増すのではな
く、区民に寄り添った政策のために活用すべき。
●再開発・都市開発などのハード面での充実よ
りも、「住民福祉の充実」でまちを活性化する
板橋へと、政策転換することを強く要望する。

社 民 党

住民福祉のさらなる増進という
役割を果たし

区民の気持ちに寄り添う区政運営を

●子ども家庭総合支援センターの開設に先立ち、
子どもなんでも相談や児童虐待相談受付業務な
どを先行実施したことは高く評価する。
●子どもの貧困対策に係る施策の検討に活用す
べく、実態調査を実施したことを評価する。
●板橋区スマートスクールプロジェクトの策定
を高く評価する。今後、不登校対策におけるオ
ンライン授業の実施などきめ細かな対応を。

●経営安定化特別融資における利子補給及び信
用保証料助成の実施は、区内の中小企業に寄り
添う重要な支援として高く評価する。
●二酸化炭素排出量実質ゼロの実現に向け、あ
らゆる主体と連携・協働し、社会全体の自主的
な行動変容を促すことを強く求める。
●東武東上線のホームドアの早期設置について、
スピード感をもって関係機関に働きかけを。

公 明 党

激変する社会経済情勢や財政状況を
的確に認識し、行政の質の維持向上を

●児童虐待相談は電話のみならず、LINEなど
のSNSツールの拡大を求める。
●待機児童の解消は評価する。次の目標として
保育の質の向上や休日保育の拡充を。
●区立保育園2園において医療的ケア児の受入
れを開始したことを高く評価する。受入年齢の
引下げや支援制度の枠に入らなかった医療的ケ
ア児へのサポート体制の確立を求める。

●マタニティケアの充実、安心して出産・子育
てがしやすいまちをめざし、「いたばし版ネウ
ボラ事業」の切れ目のない子育て支援や妊婦に
寄り添った支援などの強化を強く求める。
●コロナ後を見据えた積極的な財政出動による
経済対策を行うよう求める。
●より強固な災害対応のために危機管理部門に
退職幹部自衛官の採用を強く求める。

民主クラブ

子育て支援の強化と
積極的な財政出動による経済対策を

決算の概要と決算に対する討論（要旨）令和3年度

歳出

決算額

2，495億456万9，987円

556億4，389万5，291円

436億5，513万8，353円

122億4，611万4，249円

7，591万5，988円

歳入

決算額

2，622億3，688万1，775円

565億5，599万1，572円

451億6，856万8，253円

124億544万833円

9，023万5，985円

予算現額

2，619億5，398万1，000円

565億5，000万円

449億9，900万円

123億4，200万円

8，207万2，000円

会計名

一般会計

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

東武東上線連続立体化事業

特
別
会
計

反 対 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、国民健康保険事業・介護保
険事業・後期高齢者医療事業特別会計

反 対 東武東上線連続立体化事業
特別会計

第202号い た ば し 区 議 会 だ よ り（７）令和4年（２０２２年）１１月２７日



議会トピックス
悲惨な原爆の記憶を風化させず、核兵器のない平和な世界の実現をめざすため、板橋区議会
の代表が長崎で開催された式典に参列しました。長崎市平和祈念式典への参列

8月9日に77回目の「長崎原爆犠牲者慰霊平和
祈念式典」が開催されました。
板橋区議会を代表して茂野善之、杉田ひろし、
大田ひろし、山内えり、五十嵐やす子の5名の議
員が参列し、多くの犠牲者の御霊に哀悼の意を表
するとともに、世界の恒久平和を祈りました。

各常任委員会が、他の自治体の先進事例について調査・研究するため、下記のとおり行政視
察を実施しました。常任委員会 行政視察

●富山県富山市（8月2日）
多様な世代へ福祉サービスを提供するま
ちなか総合ケアセンターの取組みについて
視察を行い、各委員からは産後ケア応援室
の受入体制などについて質問がありました。
●富山県射水市（8月3日）
在宅療養者のための多職種連携支援シス
テム（ICTツール）の運用について視察を
行い、各委員からは歯科医師との連携に向
けた取組みなどについて質問がありました。

健
康
福
祉
委
員
会

●北海道北斗市（8月17日）
商店街等元気づくり事業補助金について

視察を行い、各委員からは開業した事業主
の成功事例や市外からの転入者の目標値な
どについて質問がありました。
●北海道函館市（8月18日）
函館市地域交流まちづくりセンターにつ

いて視察を行い、各委員からは現指定管理
者がセンターを運営する強み、町会との関
わり方などについて質問がありました。

区
民
環
境
委
員
会

●北海道千歳市（7月27日）
シティセールス戦略プランの取組み及び
効果について視察を行い、各委員からは
SNSの活用状況や取組み、人口増加の関連
性などについて質問がありました。
●北海道札幌市（7月28日）
パートナーシップ宣誓制度の運用状況な
どについて視察を行い、各委員からは導入
の背景や他自治体との連携拡充の意義など
について質問がありました。

企
画
総
務
委
員
会

●愛知県名古屋市（7月25日）
部活動の地域移行に向けた取組みについ
て視察を行い、各委員からは市内全小学校
を一者と契約した理由や指導者の確保に向
けた取組みなどについて質問がありました。
●岐阜県岐阜市（7月26日）
子どもの権利条例の制定経緯及び支援策
について視察を行い、各委員からは子ども
・若者総合支援センターが取扱う情報の共
有方法などについて質問がありました。

文
教
児
童
委
員
会

●京都府京都市（8月2日）
Park-PFI制度を活用した大宮交通公園の

整備・運営について視察を行い、各委員か
らは民間活力を活用した公園整備を実施し
た理由などについて質問がありました。
●奈良県生駒市（8月3日）
空き家流通促進プラットホームの取組み

について視察を行い、各委員からは利用に
あたり所有者から同意を得る工夫や空き家
の発生予防に効果的な取組みなどについて
質問がありました。

都
市
建
設
委
員
会

●会議は議会運営委員会を除き、原則として
午前10時に開会予定です。日時は変更とな
る場合があります。
●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希
望日の10日前、ヒアリングループ（磁気誘
導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望
日の3日前（土日祝日を除く）までにお申
し込みください。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
傍聴はできる限りお控えください。なお、
本会議の様子は、インターネットでライブ
中継及び録画配信を行います。ホームペー
ジよりご覧ください。

令和4年第4回定例会の開会予定

11月17日（木） 告示、議会運営委員会

11月28日（月） 本会議（一般質問）

11月29日（火） 本会議（一般質問）

12月1日（木）
企画総務委員会
区民環境委員会
健康福祉委員会

12月2日（金） 都市建設委員会
文教児童委員会

12月7日（水） 議会運営委員会

12月8日（木）
自治体DX調査特別委員会、
地域・経済活性化調査特別
委員会

12月9日（金）
災害対策調査特別委員会、
インクルージョン推進調査
特別委員会

12月13日（火） 議会運営委員会

12月14日（水） 本会議
可決した意見書 可決した決議

建築物石綿含有建材の事前調査・除去費用の国民へ
の周知と国民負担軽減措置を求める意見書（要旨）

第26回参議院議員選挙期間中における蛮行に対する
非難決議（要旨）

現在、危惧されているのが、労働安全衛生法施行令の
改正以前に建てられた既存の民間住宅の解体・改修工事
に伴うアスベスト除去費用の国民負担や健康被害である。
板橋区議会は、政府に対し、次の事項の方策を早急に
講じるよう強く要望する。
1 アスベストに係る健康被害・関連法令及び解体等工
事に伴うアスベスト調査・除去費用の施主負担に関して、
国民にわかりやすく周知すること。
2 国土交通省所管の交付事業である「住宅・建築物ア
スベスト改修事業」についてレベル3（成形板等）まで
補助対象を拡充すること。

令和4年10月11日

令和4年7月8日の参議院議員選挙の応援演説中に安
倍晋三元首相が銃撃され、懸命の救命措置にもかかわら
ず、逝去された。謹んで哀悼の意を表するものである。
日本は、国民が主権をもつ民主主義国家であり、選挙
は私たち国民が政治に参加し、その意思や意見を反映す
る極めて重要かつ基本的な機会である。民主主義の根幹
をなす選挙が行われている中での暴虐は、断じて許すこ
とはできない。
板橋区議会は、今回の卑劣な蛮行を最大限に非難する
とともに、民主主義が確固たるものであることを改めて
強く決意するものである。

令和4年7月22日
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